
長年の功績に感謝いたします
遺族会米永会長が厚労省大臣表彰

協力・連携を確認しました！
町消防団が防災訓練を実施

　12月17日（火）、役場応接室において『戦没者遺
族援護功労 厚生労働大臣表彰』を受けられた町遺
族会長の米

よね
永
なが

實
みのる

さんが町長訪問を行いました。
　米永さんは、町遺族会の会長職を平成16年か
ら約15年にわたり務められ、援護相談などに尽力
されたことが認められ今回の表彰となりました。
　表彰を受けた米永さんは「支えてくださった皆
さまのおかげです。お祝いの電話も多数いただ
きありがたく思います」と喜びの感想を述べられ
ました。

　１月26日（日）、町消防団主催の『大崎町消
防団防災訓練』が行われ、消防団員約80名が
参加しました。
　これは、年に１度町内の各地区を持ち回り
で行われ、今年は中沖小学校と中沖公民館を
会場とし実施されました。
　訓練では、小学校から出火しその後公民館
に飛び火した想定で行われ、中沖消防団を中
心に消火の手順や他分団、志布志消防署との
連携などを確認し有意義な訓練となりました。

　１月23日（木）、畜産に従事する女性の方々を対象
に、雅ねえが講演を行いました。
　これは、鳥獣被害を防止するための知識を身に付
けることと畜産に従事する女性の方々の交流を目的
に開催され20名が参加し、牛舎の鳥獣被害防止の質
問等がでるなど、活発な講演会となりました。
　また、曲集落において４回目の鳥獣被害対策研修
会が開催され32名が参加しました。
　今回は竹藪の潜み場対策としての伐採方法と梅の
剪定方法についての実技指導があり、参加者は真剣
な眼差しで学習されていました。

畜産に従事する女性を対象に
雅ねえが講演を行いました！
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